
防災システム

我が匝=ま郡山への八一】の駐中,過寓

化及び建築グ)口人化,■‡lJi屑化が進むに

つれ,いったん災字;二か起これば人情+i

にもなりかねないため,近年1妨災に対

する1世論は年々■7■ごjまり,改i｢された｢消

防法+では,建物の｢川勺や川途に結こじ

て,それぞれノl〔畔を描iたすl;〟災設愉の

設E㌢fが義務づけられている｡

ニグ)ような社会的背吉とと柑ま/Jて,

茶托ドガ災設備機旨諒のl㌔…:こ税別子卸を,小突

腎坪三三(防災センターー)に統でナし,l;〟

災総7ナ抹作髄によって非常時態‾卜での

即六L′件のIり_卜及び箭ノJ化を阿るシステ

ム化が進めノ〕れている｡また1;ガ災とと

もに,ビ/し内の電ブJ,ソた調,給･排水

などの機器の一駐中乍1ニ理及び環境モニタ

リ ングなども†ナわせたトータル システ

ムと Lてとノブえる巧▲えフナも上し体化され

ている｡

かねてから日‾1ニグループは,l坊災の

システム化に取り組んできており,l妨

災総イナ操作盤シリーズを開発している｡

ここでは,その中の巾規校ビルr｢りきグ)

HIFICS-500形を紹介する｡

本システムの総でナ抹作盤は,防災セ

ンターに設芹壬され,(1)グラフィック

パネルによる火災帖卓抜など､各椎防災

機器の作動表ホ,(2)CCTVモニタに

よる二iミ安場所の既視,(3)非常竜三講,

(4)非常放送,(5)ガス漏れ表ホ,

(6)地震強度衷ホ,(7)非常口ドアの

解錠りモ【ト操作,(8)防火ドアの閉

鎖抹作,(9)ビル空調設備の集中官:捕且

利手卸,(10)避難誘中指ホ器の監捕J捕り御

などを行なう｡

本システムの牛古土主を挙げると,(1)

総合推作盤は表ホ部,拙作部が一一休に

なっており,駁二睨制御が谷場で,所要

スペ【スも少なくて折む｡

(2)地震の際は,その宗J空に応じて悠

震器と連動し,あらかじめ録音された

アナウンス内谷が全館に放送されるほ

か,ボイラの停IL制御も行なう｡同様

に火災発生時には,t′1動火災報知機と

連動して全館に自動放送を行なう｡

(3)避難誘導システムは,あらかじめ

出火場所に対応した避難径路を計算機

シ ミュレーーションにより求め､その結

果をパターーンとLて作り 卜げ,i壁繁位誘

j引棚卸装iF=勺にl勺蔵してある()実際グノ

火災の場ナナ,山火場†叶のイ.さ-ぢ･を′受け似

ると,【′Ⅰ垂わ白ぃ二それに.該ご†卜手▲る遡三雉径

主格パターンが選択袖山されて,端;末の

避軌卦牛指･小器をリモート媒れ三し,そ

の大川を描･走ノノ巾グ)もグ)だけ∴l.り課させ,

安全誘ヰク)役渋りを一恥たす｡如に,総†ナ

拙作懸かJJは-‾r動で矢印(7)ガ｢｢･仰j御も

でき,不i別のj#態にもノ左乍i駈雉ができ

るよう考‾仮されている【つ

HIFICS-500形システムは,ビルの

r妨災に対して‾ノノ令の仙えを′J七している

か,/卜往は】;方災システムだけでなく,

ビルの防犯設イ瑞及びその他グ)設怖をも

恵1､生や

HIFICS-500

｢

含めてビル全体に一_ハ､てのトーー1タル シ

ステムを名▲え,ふ左通グ‾)封三小l吉∴■.祝システ

ムを構成することか,ますます必要に

なってくるものと一町われる｡
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